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１１ 研究の概要（※ 項目全体を１０枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

 本学では、理工学術院に所属する研究者を中心として、超新星爆発、ブラックホールや宇

宙初期銀河、さらに暗黒物質といった宇宙に残された未解明な天体現象や謎に包まれた

月の生成過程の解明といった宇宙科学における未解決問題の解明のため、最先端の観測

技術を駆使した観測が実施または計画されている。さらに、これらの理論的な研究におい

ても世界的なレベルでの実績をあげている。宇宙科学分野での研究に加えて、宇宙工学

分野でも大学発の小型衛星開発に実績をあげている。これまで独立に行われてきた、これ

らの宇宙における理工学分野での研究を一体的に推進するため、早稲田大学重点領域研

究機構「宇宙科学システム研究所（所長：鳥居）」を中核として、私立大学では例のない宇

宙科学研究と宇宙技術開発の融合的研究拠点を形成することが本研究プロジェクトの目

的である。 

 

 本研究プロジェクトでは、これまでの研究実績に基づいて、１）国際宇宙ステーション「きぼ

う」を用いた宇宙科学観測（CALET: 暗黒物質探索、宇宙線加速・伝播機構の解明など）、

２）次世代宇宙科学観測技術の開発（月面・火星探査、ASTRO-H: X 線天体観測,電波干渉

計：電波トランジェント天体検出）、３）先進的宇宙工学技術による小型衛星開発（衛星・通

信システム開発・製作）、の 3 つの研究分野を設定する。各研究分野は固定的に形成され

るものではなく、それぞれの研究フェーズに応じて、相互に開発・観測を関連づけながら、

科学的成果を継続的に達成する。このことにより、我が国ではあまり例をみない大学主導

による世界的レベルでの宇宙科学・技術の推進を、宇宙航空研究開発機構(JAXA)等の外

部機関との連携により確実に実現する。さらに、宇宙分野における人材育成や研究成果の

社会還元を行うとともに、産官学連携による宇宙技術（とりわけ小型衛星の実用化技術）の

研究開発を実施して、我が国における宇宙産業基盤の強化にも貢献できることを目指す。 

 

 なお、具体的に本プロジェクトにおいて早稲田大学が装置開発・観測を実施した科学観測

の研究テーマとしては以下のものがあるが、その観測装置の様子を図１に示す。 

１）国際宇宙ステーション(ISS)日本実験棟（「きぼう」）における高エネルギー宇宙線観測 

  (CALET: Calorimetric Electron Telescope) 

２）月探査衛星（かぐや）による核ガンマ線分光観測 

３）小型副衛星（WASEDA-SAT）の開発・観測 

４）那須電波干渉計による突発的電波源の探査 

 

 

               図１：早稲田大学発の宇宙科学観測装置 

 

 

	 ISS「きぼう」搭載 CALET    月周回衛星「かぐや」 「あかつき」小型副衛星「Waseda-Sat2」 那須８素子電波干渉計 
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（２）研究組織 

 理工学術院の宇宙理工学の研究者を中心として、研究代表者（鳥居）が研究を統括し

て、１）国際宇宙ステーション「きぼう」を用いた宇宙科学観測、２）次世代宇宙科学観測技

術の開発、３）先進的宇宙工学技術による小型衛星開発、の３つの研究領域を構成してい

る。そして、宇宙航空研究開発機構(JAXA)との包括的な連携協力協定(平成２１年５月２９

日締結)を基に、それぞれの宇宙ミッションが JAXA との連携により確実に実現出来ることを

目指して研究組織が形成されている。各研究領域は、固定的に形成されるものではなく、

お互いにミッションのフェーズに応じて相補的に融合しながら、１）では本事業期間中に実

現されるミッションの推進を図り、２）では次世代の科学観測ミッションや先進的電波干渉計

のための技術開発の実施、３）では宇宙工学技術開発による実用的超小型衛星の製作

を、次世代宇宙システム研究開発組合（NESTRA）との産官学連携により実現する。 

 

 早稲田大学の重点領域研究に認められた「宇宙科学観測システム研究所」(所長：鳥居、

2010-2014 年度)を中心とした一体的維持・運営により、時系列的に間断なく科学観測と技

術開発の成果を早稲田大学から発信することが可能となる研究組織であるといえる(下図

参照)。なお、この研究所は５年間の時限つきであったため、2015 年 8 月からは早稲田大学

総合研究機構のプロジェクト研究所として「宇宙科学観測研究所」（所長：鳥居）を新たに設

立して、先の研究所のミッションを継続的に達成するとともに、打ち上げが実施された

CALET やこれまでの科学衛星の観測による成果発信を確実に実施することを目的とした、

図２に示すような研究組織を構築している。 

 

 

         図２： 外部機関との関係および役割を示す研究組織図 

 

 これらの研究所で実施されるプロジェクトには、先進理工学部と創造理工学部を中心とし

て PD・大学院生が３０名程度参加している他、JAXA 所属の研究員、NESTRA 及び関連大

学の研究者が招聘研究員として２０名程度参加しており、宇宙開発の人材育成に活用して

いる。 
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（３）研究施設・設備等 

  本プロジェクトでは、特筆すべき点として、本事業の初年度より準備を開始し、CALET の

打ち上げ後の運用、データ解析を担っている「早稲田大学 CALET 運用センター（WCOC）」

の設置があげられる。喜久井町キャンパスの理工学研究所内の施設に本事業により計算

機システムを整備した「データ解析センター」（面積 30m2）を設置し，日本学術振興会科学

研究費基盤（S）（2009-2013 年度、2014-2018 年度）の補助も受けて、24 時間体制で学外

者も含めて約 60 名の学院生・PD、研究者がネットワーク経由で利用している（図３：稼働率

100％）。 

 

 さらに、搭載装置の開発・試験のために導入したクリーンブース及び試験用装置（多チャ

ンネル高輝度レーザシステム、データ取得システム他）を完備した実験室（面積 90m２）を約

10 名で常時使用している。さらに、NESTRA との共同プロジェクトで、小型装置の試験、組

立が可能な次世代宇宙システム技術開発室 （面積 120m2:熱真空チェンバー、クリーンブ

ース、恒温槽、振動試験装置を完備）と電波暗室（面積 60m2）の施設があり、必要に応じて

約 15 名が利用している（稼働率は約 50％）。これらの設備の内，本事業により導入した設

備は、プロジェクト参加は常時使用可能で、その他の設備・施設は申請に基づいて利用可

能となっている（図 4）。 
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 図３：国際宇宙ステーションに搭載された CALET からのデータをモニターしている様子     

図４： 
理工学研究所内 
に整備した、次世 
代宇宙システム 
技術開発室と 
試験設備 
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（４）研究成果の概要 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

 先端的な宇宙科学観測・技術を融合的に研究することを目的として、何れも本プロジェク

トのメンバーが、宇宙航空研究開発機構(JAXA)等の共同研究機関とも連携して、主導的に

実施している研究分野を中心にして、研究の推進と人材の育成を行った。本プロジェクトに

おける具体的な研究拠点の形成として早稲田大学総合研究機構において「宇宙科学観測

研究所」を 2015 年 8 月に新たに設立し、各研究テーマにおいて研究を推進した。その主な

ものは、１） 国際宇宙ステーション日本実験棟「きぼう」における宇宙科学観測(CALET) 、

２）科学観測実施と次世代観測技術開発（かぐや、SELENE2、ASTRO-H,那須電波干渉

計）, ３）小型衛星開発、であるが、これらの研究テーマの融合的な研究推進体制をつくり

あげることを目標として、研究基盤構築及び研究進捗を行った。以下に、各研究テーマに

おける具体的な研究成果の概要と本事業全体としての成果を示す。 

 

1) CALET の要素技術開発・試験及びデータ解析システムの構築と観測運用 

  本プロジェクトの主要研究テーマである国際宇宙ステーション「きぼう」における「高エネ

ルギー電子・ガンマ線観測（CALET: CALorimetric Electron Telescope）プロジェクト」(代

表：鳥居)が、JAXA の公募課題に早稲田大学との共同研究として採択され、「きぼう」船外

実験プラットフォーム（JEM/EF）への搭載と２年間（目標：５年間）の観測計画が承認され

た。共同研究体制として、JAXA が観測装置の打ち上げ・運用を担当し、早稲田大学は観

測装置の要素技術開発・搭載装置性能試験と観測実施によるサイエンス成果の達成が責

務(*1) となっている。本事業の経費により、軌道上データ解析のための計算システムを構

築し、「早稲田大学 CALET 運用センター(WCOC: Waseda CALET Operations Center)」を設

立している（*2）。そして、国際宇宙ステーション地上受信局（つくば宇宙センター）とのネット

ワーク関連の整備とリアルタイム方式の運用モニターシステムとデータ解析用のライブラリ

ーの整備とソフト開発を実施した。さらに、搭載装置の地上性能試験をメーカと共同で行う

為に必要な多チャンネル高輝度レーザシステムなどの試験治具の製作・試験及び欧州共

同原子核研究機構（CERN）での加速器ビーム実験による性能検証を実施した（*2）。 
 

  ＣＡＬＥＴは、JAXA-NASA 間でのスケジュール調整により、打上げが 2015 年に約１年間

延期された。我々が担当するフライトモデル（ＦＭ）の製作・試験は2014年度内に終了して、

筑波宇宙センターでの総合システム試験を経て、JAXA 内の開発完了審査が実施された。

そして、2015 年 8 月 19 日に「こうのとり５号機」により種子島宇宙センター(TNSC)より打ち

上げられ、8 月 25 日に「きぼう」に設置された。その後は、約 40 日間のチェクアウト期間を

経て、10 月初旬より初期観測を開始し、WCOC において、軌道上観測データの運用・管制

を実施するとともに観測データ解析を実施している (*3)。そのため、観測運用に必要なソフ

トの開発を実施するとともに、データ保管システムの増強を実施した。打ち上げ後 90 日間

の初期観測データに基づく JAXA によるミニマムサクセス評価及び定常運用移行審査を経

て、2016 年１月から定常観測が問題なく実施できている。現在、WCOC では筑波宇宙セン

ターを経由して伝送される観測データを 24 時間体制でモニターするとともに、科学解析の

ための高次データ作成を、米伊との国際共同研究体制により実施している。そのため、国

内外の研究者との共同研究に必要な国際チーム会議(Technical Interface Meeting)を、70

名程度の参加により、国内では早稲田大学と筑波宇宙センターで 2014 年１0 月に開催し，

国外では 2015 年 6 月にピザ大学（イタリア）で開催している。 
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 観測の主要目的である超新星残骸での加速機構や銀河内伝播機構及び暗黒物質の探

索について、出来るだけ早期に観測結果を国際会議等で発表するとともに、インターネット

への掲載等により、2016 年度内には観測成果を学術論文に投稿することを目指している。

CALET の観測内容についての社会への広報も、JAXA や早稲田大学による記者会見や

WEB を通じて積極的に実施しており、報道機関からも注目されて新聞各紙や NHK の BS 放

送（コズミックフロント：暗黒物質）において報道されている。【鳥居・小澤・浅岡・笠原・高柳】 

 

2) 科学観測データ解析及び次世代科学観測技術の開発・実用化 

 すでに観測を終了した月探査プロジェクト「かぐや」では、「ガンマ線分光計」のデータ解析

が進み、その成果が査読付論文や国際会議等で活発に発表されている（*4）。月探査プロ

ジェクトの次期計画として提案されていた「SELENE2」では「能動型蛍光Ｘ線分光器」の小

型・軽量化と低消費電力化により観測性能の向上を実現するための技術開発を実施した。

焦電素子及びカーボンナノチューブ（CNT）を利用して、高輝度化を念頭に置いて小型軽量

の X 線発生器を試作に取り組み、装置製作に対して大体の見通しが得られている(*5)。次

期計画である SLIM では、これらの経験をいかして、能動型蛍光Ｘ線分光計 AXS、火星衛

星探査機のガンマ線・中性子分光計を搭載に向けて開発を実施しており、ジオスペース衛

星「ERG」では、粒子検出器 HEPe-L の開発を担当してきた(*6) 。 その他、大型希ガス電

離箱において新しい電極構造の採用により環境放射能計測の高性能化を行い、太陽ガン

マ線分光計への適用を目的として、実用化に向けた基礎開発を実施している。【長谷部・草

野・長岡】 

 

 現在観測中のプロジェクトであるガンマ線衛星「Fermi/LAT」・X 線衛星「すざく」のデータ

解析では、新たな X・γ線源の研究において新たな知見が得られており、多くの査読論文

が発表されている(*7)。特に、 Fermi/LAT 衛星の過去 6 年間で得られたデータの解析結

果について系統的にまとめ、その結果については国際シンポジウムで招待レビュー講演を

行った。さらに、次期 X 線観測衛星であった ASTRO-H の HXI/SGD 検出器の搭載器の製

作・性能試験を実施した。それとともに，コマンド送受信や HV 印加時のオペレーション等

の詳細なチェックを行うとともに、観測に向けてのサイエンスの検討を行った。【片岡】 ま

た、宇宙観測技術開発として、暗黒物質・ガンマ線観測のための液体アルゴン検出器【寄

田】や液体キセノン【長谷部】の実用化に向けた基礎開発が行われた(*8)。液体アルゴン検

出器の開発として、世界最高レベルの感度を達成し、実際に地下施設への移動を行い暗

黒物質の探索に向けた観測準備が、東京大学宇宙線研究所の神岡宇宙素粒子研究施設

で行われている。【寄田】。 

 

 那須に設置された８素子からなる電波干渉計による変動する電波源の観測においては、

観測装置の高性能化により感度が 3 倍向上し、観測できる電波源の数も 1 桁程度増大し

ており、Fermi/LAT のガンマ線源との電波同定に成功している。そして、連続観測による電

波トランジェントの自動検出システムの開発を実施し、リアルタイム撮像に成功している

(*9)。これと並行して、NICT の委託研究として、光ファイバー無線システムの開発により電

波干渉望遠鏡用の超高安定(準)ミリ波生成変調器の試作を実施した。その結果、光の信

号対雑音比で 40dB を超える非常に高品質な光信号生成を実現している。さらに、那須電

波観測所の干渉計に対してそれを実装するにあたり、既存システムを整備し、それを総括

する論文を出版した (遊馬他, 2015)（*10）。また、那須観測所を用いた突発天体探査によ



（様式 2） 
 

法人番号 131100 
プロジェクト番号 S1101021 

 
って 2×10-6 deg-2 という観測確率を得られた。そして、突発天体探査とパルサー観測を実

施して、突発的電波源として V404 Cyg からの Outburst の観測に成功している（*11）。さら

に、これまでに蓄積された観測データの解析によって突発天体のイベントレートを算出して

いる。さらに、要素技術開発の成果として、光領域での広い帯域を利用して高精度に観測

系を同期させるために、新規光集積デバイスの研究開発に取り組んでおり（*12）、科学と

技術の両面から Square Kilometre Array をはじめとする次世代電波望遠鏡へ大きく貢献す

ると期待できる。【大師堂・中島・川西・貴田・青木】 

 

3) 小型衛星の開発・実用化 

 小型衛星開発(50 ㎏級含め)およびその実用化により、本プロジェクト全体の研究テーマ

の融合的な研究推進体制をつくりあげることを目標として、早稲田発の超小型衛星

（WASEDA-Sat）の開発と衛星間通信システムの研究を実施した。 WASEDA-SAT の開発

（山川・宮下）では、打ち上げ環境及び宇宙環境の適合性を確認するための EM

（Engineering Model）を製作した。膜面展開部については、宇宙空間における展開可能性な

どの性能面において未知の部分について、H2A ロケットへの相乗り申請の基礎データを取

得するため、展開反力の測定を合わせて実施した(*13)。【山川・宮下・金】 早稲田発の超

小型衛星３号機（WASEDA-SAT3）の開発としては、ヒンジレスマストによる伸展機構を用い

て曲面形状の膜面を高収納率により収納する螺旋折を考案し，衛星内への収納および伸

展・展開を可能とした（*14）。また，LCD 素子による熱制御機構を評価することを主目的と

する衛星として、EM の修正を行い機能試験や機械的特性を確認するための評価を実施し

た。2016 年度において，ISS「きぼう」への打ち上げおよび衛星放出のために、安全審査へ

向けた各種の検証を進めフライトモデル（FM）を完成している（*15）。エンジニアリングモデ

ル(EM)の試験結果に伴う FM 設計書及び環境適合性試験，オフガス試験，振動試験等の

報告書を作成し，FM 設計結果に伴う全構成要素の製作を、作業環境を管理された中で実

施できている．さらに、熱真空環境において一定期間を継続した環境適合試験を実施し

た。【山川・宮下】  

 

  宇宙通信技術開発（嶋本）では、大災害時の通信手段としても注目されている、UAV 

(無人航空機)と低軌道衛星と組み合わせた広域通信網に関して開発を実施した(*16)。特

に、非常時における行方不明者探索、津波センサーによる、津波の早期警戒システムを考

察、検討を行った。成果の一部は国際会議等で発表し高い評価を得ており、ＦＰ７採択プロ

ジェクトのヨーロッパの UAV 関連研究の外部ボードにも選ばれている。具体的な開発として

は、常に一定の方向に指向性を保てるような姿勢保障ビームホーミング方式を考察し、地

上への指向性と衛星側への送信方式の双方に関して検討を行った。シミュレーションによ

る評価と、電波暗室を用いた指向性制御評価を行い、アダプチィブアレイ方式をベースにし

たアンテナ制御方式を確立させた（*17）。複数の小型衛星使ったグローバルネットワークに

おけるデータ転送方式に関して、オフローディング方式を取り入れた低消費電力のアクセス

方式を提案し、その評価を行った。実用化に向けた研究として、小型衛星基地局を構築し、

その設備の充実化を図るために、複数衛星システムを用いたグローバルネットワークシス

テムの通信方式、データ転送方式の効率化研究を行った（*18）。小型衛星基地局を構築

するためにエレベーション、アジマスを遠隔で制御可能なシステムと、軌道計算に基づく、

追尾システムを構築している。アンテナは高利得の F9FT を採用し、スタック配置とし、25dB

を目指す。複数衛星システムを用いたグローバルネットワークシステム（*19）ではルーティ



（様式 2） 
 

法人番号 131100 
プロジェクト番号 S1101021 

 
ング方式とともに CCN/ICN というコンテンツ共用アクセス方式の概念を取り入れ、共通化

することで更なる効率化を図った。【嶋本・劉】 

 

  本事業全体にわたる NESTRA との共同研究として、超小型衛星の実用化に向けてのイ

ンテグレーションサイトの運用を開始している。具体的には、熱真空チェンバー、クリーンブ

ースや電波暗室の導入により、産業化を目的とする超小型衛星開発を実施した。このサイ

トでは、本プロジェクトの研究テーマである CALET の要素技術開発の一環としての試験を

すでに実施しており、現在は小型衛星の搭載性能実証試験の行い、実用化にむけてフライ

トモデル（ほどよし衛星）の製作を成功させた（*20）。将来は、大学発の小型衛星や衛星搭

載機器のコンポネント開発・試験にも利用が可能であり、今後の研究の展開に大きな寄与

が期待できる。【山口・鳥居】  

 

４) 理論的研究と国際シンポジウムによる研究成果の公表 

  本プロジェクトの理論研究のメンバーは査読論文に多くの研究成果を公表するとともに、

国際シンポジウム「Formation of Compact Objects: from the cradle to the grave」を2012年

3月に開催し、本事業における理論研究とこれまでの各種衛星による科学観測の成果につ

いて発表を行っている。 具体的には、将来を含む観測結果に対する理論的貢献として、

重力の基礎理論に基づく暗黒物質の起源の解明（*21）【前田】、超新星爆発の定量的解明

に向けて京スーパーコンピュータを用いた大規模シミュレーションの実施（*22）【山田】、超

新星爆発の記述に必要な超新星物質の状態方程式の系統的研究の遂行（*23）【鷹野】な

どが行われ、国際的に著名な査読雑誌に掲載されて成果をあげている。 

 

  全体のまとめとして、上記の3つの研究テーマは申請書でも示したように装置開発、

観測、データ解析が複層的に進む年次計画で達成している。また以上の研究には、各

研究室の大学院生やポスドクが積極的に参加しており、若手研究者の育成に大きく貢献で

きている。従来はどれかに偏りがちであった研究・教育体制を、観測・開発・人材育成

といういわば三位一体として、大学としての特性を活かした戦略的研究拠点の構築が

達成できたと確信している。 

 

 なお、最終年度には、成果のとりまとめと広報のために、宇宙科学観測研究所の主

催（共催：早稲田大学理工学研究所、次世代宇宙システム技術研究組合）により公開セミ

ナー「最先端観測機器開発による宇宙科学観測」を開催し、全体の総括的とりまとめ（山

川）とともに、今後の展望（鳥居）について報告し、各研究テーマでの研究成果について以

下の発表を行った：（１）国際宇宙ステーション搭載宇宙線観測装置（鳥居）、（２）惑星探査

用核分光計による火星衛星フォボスの探査（長谷部）、（３）超小型衛星開発と産業化（中

須賀：東大、山口）、（４）衛星通信（嶋本）、（５）早稲田発超小型衛星開発・運用（宮下）。こ

のセミナーには HP による参加登録などにより専門家以外の学生や企業メンバーなども参

加し、本事業の成果について学内外に広報ができたと思っている。 

 

 そのほか、研究成果報告書の刊行等の成果取りまとめや、インターネットへの掲載等に

よる研究成果の社会への発信を、広報活動に経験の抱負な次世代宇宙システム研究開

発組合との連携により実施している。 
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＜優れた成果が上がった点＞ 

🔲 早大-JAXA の共同ミッションである国際宇宙ステーション搭載宇宙線観測装置

(CALET)は、2015 年 8 月 19 日に「こうのとり５号機」で打ち上げられ、「きぼう」の船外実験

プラットフォームに設置されて、現在までに観測のためのミニマムサクセスを達成して、順

調に定常観測が継続されている。特に、本事業により構築した早稲田大学における科学デ

ータ解析センター(WCOC)では、データ解析アルゴリズムの開発を行うとともに、２４時間体

制での運用監視とデータ解析が約６０名の研究体制で実施されている。その結果、米国等

での先行観測の結果から予測される科学観測成果（暗黒物質の探索、近傍加速源の発見

など）について、より確実な観測を行う事が可能であることが実証されており、「14 その他の

研究成果等」の記載にもあるように新聞報道や海外雑誌解説でも紹介され、観測成果への

期待が世界的にも大いに高まっている。 

 

🔲 「かぐや」のデータ解析では、これまでの NASA の探査ミッションでは不十分であった月

表面における元素分布の様子が詳細に得られており、月の起源について重要な知見を与

えている。さらに、今後に JAXA が実施を計画しているプロジェクト（火星探査、月面探査）

などにおいても、X 線ガンマ線分光計の開発を中心的に進めている。現在観測中の科学衛

星のデータ解析により、「毒蜘蛛パルサー」とよばれる新種の中性子星を発見し、新聞報道

でも取り上げられている（＊）。これまでに理論的予測はあったもの観測で実際に発見され

たのは初めてであり、今後の研究の進展が期待されている。また、電波干渉計の観測で

は、世界でもユニークな突発的電波源の観測に成功している。 

   

🔲 早稲田発の超小型衛星 Waseda-Sat3 の打ち上げが承認され、大学院生を中心にした

開発チームによりフライトモデルが完成している。2016 年中の打ち上げにより、今後の大学

発の研究成果が大いに期待される。また、NESTRA との連携研究では、小型衛星のインテ

グレーション及び熱真空試験、通信試験などの環境試験が可能な実験室を整備し、地球

観測を実施する「ほどよし衛星」のインテグレーションが本事業で整備した施設において実

施され、打ち上げ後に実用衛星として利用される道が拓かれている。大学の人材・設備を

用いた実用衛星の開発は我が国ではあまり行われておらず、以上の実績から今後の大き

な展開が期待されている。 

 

🔲 本事業全体で達成してきた成果をもとに、主要メンバーによる今後の展開が図られてお

り、その一環として「宇宙航空科学技術推進委託費」への応募により、早稲田大学内で「次

世代宇宙開発・利用リーダの実践的な国際プログラム」の実現や、素粒子分野とも連携し

た「素粒子・宇宙科学研究所」の設立が企画されるなど、将来への展望が拓かれている。 

 

＜課題となった点＞ 

  本事業には、宇宙科学に関わる理工学分野の研究者が多岐にわたって参加しておりそ

れぞれが学外研究機関との連携を図っている。研究計画や研究成果については、必要に

応じて同報メール等の活用により情報共有は充分にできているが、まだ face-to-face によ

る会合を持つ機会が少ない。これまでの拠点形成の推進により、研究成果を具体的にプロ

ジェクト間で活用する段階に達しており、今後はプロジェクトメンバーが自由に利用できる共

同研究室を設置し、大学院生、PD などを含む交流の促進を目指していたが、本事業による

研究室の確保が技術的に難しかった等の理由により、実現することはできなかった。 
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＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 

自己評価としては、年度末に各研究テーマから全員に研究成果報告書の提出を求め、

それに基づく研究進捗の評価を実施した。その他、シンポジウムやセミナーの開催時

にお互いの研究テーマについて質疑応答を行うなどにより、各テーマの研究進捗状況

の把握に努めた。 

 

＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞ 

この研究グループは、本学の「重点領域研究」として認定されている。この「重点領

域研究」制度は、学内で資金などの研究支援を受けているので、3年目と5年目に評価

を受けることが義務付けられており、平成24年度に評価を受けた。評価方法は書面と

ヒアリングの2段階構成で、審査員には学外からの審査員も数名含まれており、外部

評価を実施している。５年目の最終評価においては、研究目的の達成が承認され、研究

継続のための新たなプロジェクト研究所の設立を達成している。さらに、JAXAとの連携プ

ロジェクトについては、早稲田大学—JAXA連絡協議会を年に1回の割合で開催し、JAXA

側からの外部評価を受けている。 

 

＜研究期間終了後の展望＞ 

宇宙科学分野における観測と技術の融合的研究拠点を、JAXA 及び NESTRA と連携して

早稲田大学に形成することにより、宇宙科学における研究成果と宇宙工学における技術開

発を融合的に実施することを目指す。このような取り組みは世界的にもまだあまり例を見な

いユニークなものであり、大学の機能を十分に生かした人材育成という教育的成果と衛星

搭載機器や超小型衛星の実用化による成果の社会的還元が大いに期待できる。今後は、

競争的資金や学内予算の獲得を図ることにより、本プロジェクトで基盤が形成された研究

拠点と研究内容をさらに充実して、世界でもトップレベルの宇宙科学における研究大学拠

点を実現することが展望される。 

 

＜研究成果の副次的効果＞ 

本事業の各プロジェクトで開発中の宇宙科学観測機器には、放射線計測や画像処理を多

チャンネル化かつ高速化したものが含まれており、計測技術分野でも世界のトップレベル

にあるといえる。そのため医療（がん検診など）及び（原発事故にともなう）環境放射線計測

への応用が可能で、一部はすでに実用化されている(*24)。さらに衛星間通信などにもユン

ークなアイデアが提案されており、今後はこれらの本格的な実用化をめざし特許申請を行

い，産学連携をすすめることを目指している 

 

 

１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 

（１） 宇宙科学の新展開      （２） 宇宙観測機器開発       （３） 大学発超衛星開発                 

（４） 次世代宇宙技術開発     （５） JAXA との連携協力     （６） 産学連携                 

（７） 実用小型衛星開発      （８） 理工研究分野融合       
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１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 
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Lunar and Planetary Science Conference, 2013. 

(*4) 66) 長谷部信行、“月の特殊地域の放射線環境”、第57 回宇宙科学技術連合講演会

「月惑星の縦孔・地下空洞探査」、米子市コンベンションセンター、米子市、2013.10.9―11. 

長谷部信行、太田亮、“M 型小惑星探査機搭載のγ線・中性子分光計”、日本惑星科学

会将来計画専門委員会「イプシロンロケットによる小型惑星探査」に関するシンポジウム、

2014 年1 月22－23 日、神戸大学惑星科学センター、神戸. 

(*6) 67) 長谷部信行、“核惑星科学のためのn・γ分光計”、電気学会産業計測技術(セン
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学会,岐阜大学, 2013. 3. 
 

【2012 年】 

(*4) 70) N.Hasebe, “Radiation dose of the Moon”, Inter. Symp. on Remote Sensing 2012 

(ISRS2012), Incheon (韓国), 2012.12. 

(*23) 71) M. Takano,”Variational Method with an Explicit Energy Functional for Nuclear 
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Major Elements-“,  Inter. Symp. on Remote Sensing 2012 (ISRS2012), Incheon (韓国), 
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費新学術領域「重力波天体」研究会（第１回）,富山大学, 2012.10  

(*22) 77) 山田章一,”Theoretical Understanding of Core-collapse Supernova Mechanism: 
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Coimbra(ポルトガル), 2012.7. 
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(*21) 83) Kei-ichi Maeda,“Accelerating Universe in Effective String Theory”, Ginzburg 

Memorial Conference, Moscow(Russia). 2012.5.  

(*16) 84) Shigeru Shimamoto, “Performance of Quadrifilar Helix Antenna on EAD Channel 

Model for UAV to LEO Satellite Link”, The 2012 International Conference on 

Collaboration Technologies and Systems (CTS 2012),  Colorado (USA), 2012.5.  

(*23) 85) 鷹野正利, “一様核物質に対するエネルギー汎関数を用いた変分法の改良”, 

日本物理学会, 関西学院大学, 2012.3. 
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線・ガンマ線観測”，第１２回 宇宙科学シンポジウム,宇宙科学研究所（相模原）, 2012.1. 

 

【2011 年】 

(*16) 90) Shigeru Shimamoto, “Future Applications of UAV in Major Disaster based on 

Experience of Great East Japan Earthquake, Tsunami and Fukushima Nuclear Accident”, 

IEEE GLOBECOM 2011, Houston (USA), 2011.12. 

(*22) 91) 山田 章一, “ニュートリノ加熱機構における爆発の条件と爆発エネルギー”, 

「超新星爆発と数値シミュレーション」研究会，京都大学, 2011.12 

(*1) 92) S.Torii, “CALET Science”, Workshop on International Space Station : Japan-Italy 

Collaboration , Tokyo, 2011.11. 

(*1) 93) S.Torii, “The Calorimetric Electron Telescope(CALET) for High Energy 

Astroparticle Physics on the International Space Station”, 高エネルギー宇宙物理学研究

会（HEAP2011），KEK(Tsukuba), 2011.11. 

(*1) 94) S.Torii, “Calorimetric Electron Telescope to Observe Cosmic-Ray Electrons and 

Gamma-rays on the International Space Station”, 日本学術振興会日中 2 国間交流事業

（JSPS）講演会,  Beijing (China), 2011.11. 

(*13) 95) 山川宏・勝又暢久, “人工衛星のスピン軸方向に伸展するアンテナの伸展安定

性及び挙動解析に関する研究”, 宇宙科学技術連合講演会, 愛媛, 2011.11. 

96) 水町星哉・宮下朋之, “人工衛星の機器配置を考慮した軽量化設計に関する研究”, 

日本機械学会, 山形大学, 2011.11.  

(*23) 97) M.Takano, ”Cluster Variational Method for Nuclear Matter with the Three-Body 

Force”, The 11th International Symposium on Origin of Matter and Evolution of Galaxies. 

Origin of Matter and Evolution of Galaxies (OMEG11), RIKEN (Saitama), 2011.11. 

(*13) 98) 山川宏・勝又暢久,“Experimental and Theoretical Analyses on Deployment 

Behavior of Inflatable Tube Elements”, 22nd International Conference on Adaptive 

Structures Technologies(ICAST2011, Corfu(Greece), 2011.10. 
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(*23) 100) M.Takano, ”Variational calculation for nuclear matter with an explicit energy 

functional”, International Conference on Nuclear Fragmentation 2011(NUFRA2011),    

Kemer (Antalya), Turkey, 2011.10. 

(*1) 101) 大師堂経明, “相対論的ビーミング現象と時間空間信号処理”, 日本天文学会

2011 年秋季年会, 鹿児島大学, 2011.9. 

(*23) 102) 鷹野正利, “エネルギー汎関数を用いた条件つき変分法による核物質の研究

III”, 日本物理学会, 弘前大学, 2011.9. 

(*1) 103) S.Torii, “Overview of the CALET Mission”, 32nd International Cosmic Ray 

Conference, Beijing (China), 2011.8. 

(*22) 104) 山田 章一, “Core collapse supernovae: hydrodynamics, EOS and weak 

interactions”, 2011 APCTP International School on Numerical Relativity and Gravitational 

Waves, Pohang (Korea), 2011.7. 

(*13) 105) 山川宏・勝又暢久,”Folding and Deployment Analyses of Inflatable Structures”, 

International Symposium on Space Technology and Science, 沖縄, 2011.6. 

106) 宮下朋之, “Evolutional Product Design Optimization Based on Evaluations of Pareto 

Optimum Solutions”, 宇宙科学技術連合講演会（AIAA）, 静岡, 2011.5. 

 

 

＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

シンポジウム・学会等の実施状況，インターネットでの公開状況等 

＜既に実施しているもの＞ 

【シンポジウム・学会等】 

・	 国際シンポジウム 

「Formations of Compact Objects; from the cradle to the grave」というタイトルのコンパクト

天体に焦点をあてた国際シンポジウム(2012 年)を、山田章一などがオーガナイザーとし

て、重点領域研究機構「宇宙科学観測システム研究所」との共催により早稲田大学にて開

催した。  

http://www.heap.phys.waseda.ac.jp/cnf1203/ 

 

・ 次世代宇宙システム技術開発プロジェクト イブニングセミナー 

２０１３年１０月−２０１４年１月、合計５回のセミナーを NESTRA との共催で開催。本事業の

メンバーおよび NESTRA メンバーが中心となって実施した。超小型衛星のめざすところ、次

世代要素技術・利用開拓などを含めて（中須賀：東大）、次世代宇宙の産業化、オープンハ

ードウェア構想について（山口）、次世代衛星間通信について（宮下）、次世代衛星間通信

について（嶋本）、プロジェクトの総括として（鳥居）、講演を行った。 

http://www.netra.jp/file/waseda_evnig_5th.pdf 

 

・	「宇宙と素粒子」 公開シンポジウム 

文部科学省「卓越した大学院拠点形成支援事業」に採択された早稲田大学大学院物理学

及応用物理学専攻と合同でシンポジウム「宇宙と素粒子」を、２０１３年１２月２−４日、 

に公開形式で共催した。本プロジェクトに参加している博士後期課程の院生及び本プロジ

ェクト関係者が講演を行った。 
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http://www.f.waseda.jp/yuasa/EGS/ 

 

・ 公開セミナー「最先端観測機器開発による宇宙科学観測」 

２０１６年３月１５日に、宇宙科学観測研究所の主催（共催：早稲田大学理工学研究所、次

世代宇宙システム技術研究組合）により公開セミナー「最先端観測機器開発による宇宙科

学観測」を開催した。主な講演として、国際宇宙ステーション搭載宇宙線観測装置（鳥居）、

惑星探査用核分光計による火星衛星フォボスの探査（長谷部）、超小型衛星開発と産業化

（中須賀：東大、山口）、衛星通信（嶋本）、早稲田発超小型衛星開発・運用（宮下）、の研

究成果について報告を行った。このセミナーには専門家以外の学生や企業メンバーなども

参加し、本プロジェクトの成果について学内外に広報を行っている。 

http://calet.jp/id740/ 

 

【インターネットでの公開状況】 

・	CALET ミッション 

http://calet.jp/ 

 

・	Waseda-Sat3 

http://www.miyashita.mmech.waseda.ac.jp/Waseda-Sat3/ 

 

・	早稲田大学重点領域研究機構 「宇宙科学観測システム研究所」  

http://www.waseda.jp/inst/ori/other/2010/06/01/148/ 

 

・ 早稲田大学総合研究機構 「宇宙科学観測研究所」 

http://www.kikou.waseda.ac.jp/WSD322_open.php?KikoId=01&KenkyujoId=YQ&kbn=0 

 

＜これから実施する予定のもの＞ 

本事業で行った研究テーマを中心とした、シンポジウムを著名な研究者の招待講演をふく

めて、2016 年 10 月に開催を予定している。（仮題： 最先端観測機器開発による宇宙科

学観測） 

 

１４ その他の研究成果等 

【NESTR との連携による研究開発】 

 先進的宇宙観測装置開発や超小型衛星開発に十分な経験と実績を持つ早大の研究者

が結集して、「最先端研究開発支援プログラム」（文科省）に採択された東京大学中須賀教

授らが進める「次世代宇宙システム研究開発組合」との共同研究を行った。これにより、こ

れまで JAXA や大企業に依存していた、宇宙システムの研究開発を最先端要素技術開発

と民生品・既存技術の活用をうまく融合して、宇宙システムの小型・軽量・低消費電力化を

図り、低コスト化により超小型衛星の利用を国内外に飛躍的に拡大する展望を切り開いて

いる。さらに、ここで培われた技術は、ますます高機能化する宇宙科学ミッションへの応用

的展開も可能になる。 

 

【新聞報道】 

・	 2013 年 4 月 産経新聞 “宇宙最大の謎 暗黒物質に挑む” 

・	 2015 年 4 月 読売新聞（夕刊） “「きぼう」暗黒物質に挑む” 
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・	 2015 年 5 月 朝日新聞 “暗黒物質 ISS で「正体」解明目指す” 

・	 2015 年 7 月 産経新聞”JAXA、装置を来月打ち上げ 暗黒物質の観測に挑戦” 

・	 2015 年 8 月 東京新聞 “暗黒物質！(3)消滅の瞬間 残されたメッセージを追う” 

・	 2015 年８月 日本経済新聞 電子版 “「こうのとり」打ち上げ成功” 

・	 2015 年 10 月 日本経済新聞 “宇宙ステーションフル活動中（下）  

          暗黒物質の正体、観測狙う” 

 

【国外科学雑誌、テレビ放映】 

・	 Catching cosmic rays where they live, Science 349 (2015) 572 

・	 CALET joins the International Space Station, CERN Courier November 2015 p.10   

・	 CALET sees events in millions, CERN Courier, May 2016 p.11 

・	 NHK コズミックフロント 2015 年 11 月 5 日 “ダークマター 謎の物質の正体は？” 

（一部で CALET の紹介）  
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１５ 「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項及び対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 

全学的な視点での研究機構の発展性に結びつく内外連携の具体化や外部評価が必要 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 

「全学的な視点での研究機構の発展性に結びつく内外連携の具体化」については、JAXA

との包括的な連携協力協定を締結し、全学的な視点で研究機構内の JAXA と連携した研

究の発展を図っている。さらに、次世代宇宙観測技術や超小型衛星の開発・実用化におい

ては、NESTRA の共同研究プロジェクトにより、超小型衛星組み立てサイトや搭載装置の

試験設備を整備しており、全学の理工学分野の研究者が本研究機構において一体的に開

発を実施できる拠点が形成されている。 

 

「外部評価」については、本研究グループは本学の「重点領域研究」として 3 年目の評価を

平成 24 年度に受けている。評価方法は書面とヒアリングの 2 段階構成で、審査員には学

外からの審査員も数名含まれており、外部評価が実施されている。評価は、「国際競争力

のある研究の実施（研究成果、学術的波及効果、社会的波及効果）」、「自立的で継続的な

研究拠点形成（研究体制の自立性、研究体制の持続性、人材構成の多様性、研究目標の

総合的達成度）」という項目に基づき行われ、本研究グループは、３年目の中間評価にお

いて、100 点満点中 78.3 点という高評価を受けている。５年目の最終評価においては、研

究目的の達成が承認され、研究継続のための新たなプロジェクト研究所の設立を達成して

いる。さらに、JAXA との連携協力については、早稲田大学—JAXA 連絡協議会を毎年開催

し、JAXA 側からの研究進捗に関する外部評価を年度毎に受けている。 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項＞ 

審査員２名の評価結果の概要と、ポジティブな評価以外に留意事項として示されたものは

以下の通りである。 

(審査員１)  

特に、留意事項は示されず、各項目についてポジティブな評価であったが、評価は B であ

った。 

（審査員２） 

総合所見として、「目標の達成度や、成果の公表面では問題は無いと思われる。問題点で

指摘されている F2F の機会をより一層設けて情報の共有や交流の促進に努められること

を期待する。」として、評価は A であった。個別の評価においては、概ねポジティブな評価を

受けたが、「研究施設・設備等について」の項目で、「外部資金の獲得について記載がない

が、努力されることを望む」という留意事項の指摘を受けている。 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項への対応＞ 

総合所見において指摘された「F2F の機会をより一層設けて情報の共有や交流の促進に

努められることを期待する。」については、本事業全体で F2F の会合をもつなどの取り組み

は、残念ながら各自のスケジュール調整が難しい等の理由で、残念ながら達成できていな

い。しかしながら、各テーマ連携のシンポジウムや公開セミナーにおいて、F2F による情報

共有や交流は、実施できていると判断している。 
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１６ 施設・装置・設備・研究費の支出状況（実績概要） （千円）

131100

内 訳

備 考

2,536 60,361

37,509 44,445 0

0

20,968

468,630

489,598

0

0

119,357

0

0

0

0

91,240

0

0

0

128,709

0

19,767

0 00 0

40,890 346,987

30,493 30,493 0 19,767 40,890 346,987

7,016 13,952

0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0

4,799 4,799 4,935 10,293 94,531

4,799 4,799 9,179 17,881 92,051

7,853 67,6336,298 6,298 3,158

3,333

2,327 32,4117,299 7,299 0

1,707

2,495

0

5,309 10,619

0

0

0

15,928

79,988

5,040

49,336

平
成
2
7
年
度

研究費

平
成
2
6
年
度

設 備

装 置

設 備

装 置

研究費

研究費

装 置

施 設

設 備

総 計

総

額

研究費

設 備

研究費

平
成
2
3
年
度

施 設

装 置

装 置

施 設

施 設

装 置

平
成
2
5
年
度

施 設

法人番号

寄付金 その他（科研費）
受託

研究等

プロジェクト番号 S1101021

7,298 7,298

設 備

平
成
2
4
年
度

共同研
究機関
負担

年度・区分

研究費

支出額 法 人
負 担

私 学
助 成

設 備

施 設



（様式2）

131100法人番号

１７ 施設・装置・設備の整備状況 （私学助成を受けたものはすべて記載してください。）
（千円）

※ 私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

（千円）

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ
ｈ
ｈ
ｈ

ｈ

55号館S棟 平成5年度 9220.24㎡ 181室 21名
41号館 平成10年度 897.60㎡ 15室 15名

補助主体

私学助成
私学助成
私学助成

補助主体

H24

1 週/148

5,040 3,3331 週/148データ解析用計算機高度化システム

6,650
週/60 5,953 3,969

VT64 Server 4600 0-2S他

クリーンブース一式 H23 NDCB/1051-D03162 1
9,975

《施 設》 （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。）

補助金額整備年度

《装置・設備》 （私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

研究施設面積

装置・設備の名称 台 数型 番 事業経費

事業経費施 設 の 名 称 研究室等数 使用者数

補助金額

（研究装置）

稼働時間数

（情報処理関係設備）

データ解析用計算機システム H23

VT64 Server 4600 0-2S他

（研究設備）

整備年度
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131100法人番号

１８ 研究費の支出状況研究費の支出状況 （千円）
平成 年度

平成 年度

計 0

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

研 究 ス タ ッ フ 関 係 支 出

リサーチ・アシスタント

図 書
計 4,775 4,775

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 4,775 4,775

教育研究経費支出
計 2,363 2,363

人件費支出 2,363 研究補助者 2,363 時給 3000円
（兼務職員）

計 42,201 42,201

ア ル バ イ ト 関 係 支 出

修繕費
（ ）

賃借料
用品費 1,045 回路モジュール、計算機周辺装置 1,045

報酬・委託料 6,348 派遣社員雇用 6,348 研究実験支援補助及び付随業務

雑費 10,865 10,865

印刷製本費
旅費交通費 11,481 研究出張 11,481 学会発表、国際共同研究、国際会議出席

光 熱 水 費
通信運搬費

教 育 研 究 経 費 支 出

消 耗 品 費 12,462 光電子増倍管、回路試験部品、装置試験材料 12,462 ソケットアッセンプリ、回路部品、装置試験材料

小 科 目 支 出 額
積 算 内 訳

主 な 使 途 金 額 主 な 内 容

計 0

年 度 24

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

研 究 ス タ ッ フ 関 係 支 出

リサーチ・アシスタント

6,370 計算機/ディスプレイ 6,370 サーバ用計算機(UNIX), PC，ハードディスク、計算機ディスプレイ、データ解析用ソフト

ア ル バ イ ト 関 係 支 出

人件費支出 2,710 研究補助者 2,710 時給 3000円

HIC評価回路装置、Power Edge R715、計算機サーバーシステム、ピコ秒ライトパルサー15,446

学会発表、国際共同研究、国際会議出席
研究実験支援補助及び付随業務

積 算 内 訳

300

61,837

用品費

15,446

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

図 書

15,446

計 2,710

300

800
6,109
800

9,971
派遣社員雇用

85

研究出張
14,492
9,971

小 科 目
主 な 使 途

122
国外通信費、国外運搬費85

教育研究用機器備品

雑費
報酬・委託料

6,109

印刷製本費

教育研究経費支出

金 額

23,588
122

主 な 内 容

教 育 研 究 経 費 支 出

FPGA, 回路基板,FET，抵抗,コンデンサ 他

支 出 額

回路部品、試験材料

計

23,588

光 熱 水 費

（兼務職員）

修繕費
（ ）

計

旅費交通費
14,492

23

消 耗 品 費

賃借料

通信運搬費

年 度
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131100法人番号

平成 年度

平成 年度

計 0

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

研 究 ス タ ッ フ 関 係 支 出

リサーチ・アシスタント

図 書
計 14,337 14,337

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 14,337 14,337 サーバー

教育研究経費支出
計 8,471 8,471

人件費支出 8,471 8,471 時給 3000円
（兼務職員）

計 104,952 104,952

ア ル バ イ ト 関 係 支 出

会合費 48 48

賃借料 447 447

用品費 7,410 7,410 デスクトップPC、ノートPC、ディスプレー

報酬・委託料 24,211 24,211 派遣社員（研究実験支援補助及び付随業務）、講演謝金

雑費 24,981 24,981 国際会議場利用料、物理学会参加費

印刷製本費 525 525

旅費交通費 22,659 22,659 招聘旅費、国内外旅費

光 熱 水 費
通信運搬費 1 1

教 育 研 究 経 費 支 出

消 耗 品 費 24,670 24,670 ハブ、回路基板（基盤評価用治具）、ソフトウェア

小 科 目 支 出 額
積 算 内 訳

主 な 使 途 金 額 主 な 内 容

計 0

年 度 26

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

研 究 ス タ ッ フ 関 係 支 出

リサーチ・アシスタント

図 書
計 14,335 14,335

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 14,335 14,335 DAQシステム、計算サーバー

教育研究経費支出
計 6,616 6,616

人件費支出 6,616 研究補助者 6,616 時給 3000円
（兼務職員）

計 70,336 70,336

ア ル バ イ ト 関 係 支 出

修繕費 10 10

図書資料費 50 50

賃借料 679 679

用品費 8,403 8,403 計算機ラック、ディスプレイ、光学フィルタ、光学ベンチ

報酬・委託料 18,510 派遣社員雇用 18,510 派遣社員（研究実験支援補助及び付随業務）、講演会等謝金（10人）、

雑費 8,528 8,528 シンポジウム開催

印刷製本費 130 130 研究成果発表

旅費交通費 21,347 研究出張 21,347 学会発表研究会出席、国際会議発表、招聘国際共同研究打ち合わせ

光 熱 水 費
通信運搬費

教 育 研 究 経 費 支 出

消 耗 品 費 12,679 器材 12,679 回路基板、回路部品、ケーブル、コネクタ、装置部材

小 科 目 支 出 額
積 算 内 訳

主 な 使 途 金 額 主 な 内 容

年 度 25
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131100法人番号

平成 年度

計 0

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

研 究 ス タ ッ フ 関 係 支 出

リサーチ・アシスタント

図 書
計 10,616 10,616

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 10,616 10,616 データストレージ装置（RAID）

教育研究経費支出
計 6,647 6,647

人件費支出 6,647 6,647 時給 3000円
（兼務職員）

計 102,087 102,087

ア ル バ イ ト 関 係 支 出

修繕費 446 446 Opteron Server修理作業

会合費 19 19

賃借料 450 450

用品費 6,836 6,836 ワークステーション

報酬・委託料 27,980 27,980 派遣社員（研究実験支援補助及び付随業務）

雑費 21,579 21,579 出張ビザ料金、ICRR参加費

印刷製本費 262 262

旅費交通費 26,536 26,536 研究出張

光 熱 水 費
通信運搬費

教 育 研 究 経 費 支 出

消 耗 品 費 17,979 17,979 モニターアーム、HDD、USBメモリ

小 科 目 支 出 額
積 算 内 訳

主 な 使 途 金 額 主 な 内 容

年 度 27


